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東アジアにおけるキンシコウの進化史について
Evolutionary history of Rhinopithecus (snub-nosed monkey) in East Asia
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Rhinopithecus（キンシコウ属、コロブス亜科、オナガザル科）は中国南部からベトナム北部にかけて散在的に分布し
ている葉食性の比較的大型のサルである。一般に４種に分けられているが、どの種も絶滅に瀕している。しかしキンシ
コウ類の化石記録は、中国の下部?上部更新統から広範囲に渡って出土しており、かつてはその分布域が非常に大きかっ
たことがわかっている。最近台湾南部の左鎮地域に分布する下部?中部更新統から見つかっていたサルの化石標本の中に
キンシコウの化石が含まれていることが確認された。現在の台湾にはマカク属の一種であるタイワンザルだけが分布し
ているが、かつて台湾にもキンシコウが生息していたらしい。
後期鮮新世以降の東アジア地域の乾燥化・寒冷化とそれに伴う植生の変化により、台湾ではキンシコウ類は絶滅して

しまったらしい。しかし対照的に同程度の大きさであったタイワンザルは、現在まで台湾に生き残っている。台湾と中
国に置ける両者の対照的な進化史をもたらした要因は、生態的・行動的な違いによるものか、あるいは更新世の台湾に
置ける偶発的なものなのかは不明である。中国大陸におけるキンシコウとマカクの化石記録とも比較して検討する。
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